
※　平成21年3月に介護ベッドの日本工業規格（ＪＩＳ）が改正され、頭部や首の挟み込み事故を防ぐためのすき
　　間の基準強化が図られています。
※　「日本福祉用具・生活支援用具協会」及び「医療・介護ベッド安全普及協議会」において、介護ベッド用手すり
　　等による事故等についての注意喚起及び安全使用の情報の普及を、チラシやホームページ等を使用して実
　　施しています。

◇ 平成22年9月の重大製品事故公表情報（消費者庁） 〔単位：件〕　

・電気こんろ ・空気清浄機

・扇風機 ・除湿機

・ノートパソコン ・木製椅子

・携帯型音楽プレーヤー ・モップ

・折りたたみ自転車（小径車）

・食器洗い乾燥機（ビルトイン式）

※ 詳細な情報は、消費者庁のホームページをご覧ください。
（http://www.caa.go.jp/safety/index.html）
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その他の主な製品の内訳
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　ガス機器･石油機器以外の製品に関する製品起因が疑われる事故ガス機器・
石油機器に
関する事故 その他
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　介護ベッド用手すりのすき間に身体の一部を挟み込む等の重大な事故が発生し
ています。
　介護ベッド用手すりは、製品の性質上、身体に関わる全ての挟み込みリスクをゼ
ロにすることは困難な状況です。利用者及び利用者を介護する方は、取扱説明書
等に記載されている注意事項をもう一度確認して、挟み込みのリスクを認識し、正
しく使用してください。
　また、製造事業者は、すき間を埋めるための部品を配布しています。すき間に頭
部などが入り込むおそれのある製品を使用している場合は速やかに製造事業者
に連絡し、簡易部品を入手した上で、必ず取り付けて使用してください。その他、製
品の使用に際して、不具合や不安等がある場合には、製造事業者又は販売事業
者等に相談してください。

今月のトピックス

　消費者庁では、子どもを不慮の事故から守るため、「予防」の観点に立った「子どもを事故から守る！プロ
ジェクト」を実施しています。年齢ごとに起こりやすい事故やその対処法の紹介のほか、登録をすれば、事故
予防に役立つ情報を届けてくれるメール配信サービス（子ども安全メールfrom消費者庁）も行っています。
　子どもの事故は、ちょっとした大人の工夫で防げますので、是非ご活用ください。

　○携帯サイト　→　http://www.caa.go.jp/m/
　○パソコン用ホームページ　→　http://www.caa.go.jp/kodomo/
　○「子ども安全メールfrom消費者庁」（原則毎週木曜日に発行）
　　　登録はこちら　→　　http://www.caa.go.jp/m/ （携帯電話用）
　　　　　　　　　　　　　　　 http://www.caa.go.jp/kodomo/mail/（パソコン用）

「子どもを事故から守る！プロジェクト」について
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